
安
倍
総
理
は
１
月
１７
日
、
首
都

直
下
地
震
を
想
定
し
た
徒
歩
参
集

訓
練
を
実
施
し
た
の
ち
、
官
邸
で

中
央
防
災
会
議
を
開
き
防
災
基
本

計
画
の
修
正
な
ど
を
決
定
し
た
。

安
倍
総
理
ほ
か
閣
僚
に
よ
る
官

邸
へ
の
参
集
訓
練
は
、
平
成
２５
年

度
総
合
防
災
訓
練
大
綱
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
た
。
訓
練
を
実
施
し
た

同
日
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

発
生
か
ら
１９
年
目
に
当
た
る
。
訓

練
を
終
え
た
安
倍
総
理
は
閣
僚
ら

が
参
集
し
た
防
災
会
議
の
冒
頭
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
な
ど
で
被
災
し
た
方
々
へ
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述

べ
た
の
ち
「
大
規
模
な
災
害
時
に

お
い
て
も
、
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
緊
張
感

を
持
っ
て
防
災
対
策
に
万
全
を
期

し
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
た
。

防
災
会
議
で
は
、
昨
年
６
月
に

成
立
し
た
「
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
」「
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興

に
関
す
る
法
律
」
な
ど
を
受
け
、

大
規
模
災
害
や
原
子
力
災
害
に
備

え
た
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
に

防
災
基
本
計
画
を
修
正
し
た
。
基

本
理
念
と
し
て
新
た
に
「
減
災
」

の
考
え
方
を
明
示
し
た
ほ
か
、
国

や
自
治
体
、
事
業
者
、
住
民
ら
が

一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
た
。
自
治
体
機
能

が
著
し
く
低
下
し
た
場
合
に
は
、

「
国
に
よ
る
応
援
」
「
応
急
措
置

の
代
行
」
に
よ
る
支
援
体
制
の
強

化
も
図
る
こ
と
と
し
た
。
原
子
力

災
害
時
に
は
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

緊
急
時
服
用
の
体
制
や
事
前
配
布

な
ど
、
必
要
と
な
る
措
置
の
整
備

も
明
記
。
同
剤
に
は
甲
状
腺
被
爆

を
低
減
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
。

当
日
の
中
央
防
災
会
議
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
首
都
直
下
地

震
の
地
域
指
定
に
つ
い
て
、
安
倍

総
理
が
同
会
議
へ
諮
問
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
地
域
指
定

は
、
同
地
震
の
特
措
法
に
基
づ
き

諮
問
し
た
も
の
。
特
措
法
で
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
で
著
し
い

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
、
科
学
的
想
定
に
基
づ
き
防

災
対
策
を
推
進
す
べ
き
地
域
に
つ

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
３
月
末
を

目
処
に
中
央
防
災
会
議
は
地
域
指

定
の
答
申
を
決
定
す
る
予
定
。
地

域
指
定
に
向
け
中
央
防
災
会
議
で

は
、
１
月
中
旬
か
ら
都
道
府
県
と

市
町
村
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催

し
、
関
係
自
治
体
か
ら
聴
取
し
た

意
見
に
基
づ
い
て
指
定
に
向
け
た

各
種
調
整
を
進
め
て
い
く
。

首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
も
対

策
区
域
の
指
定
に
向
け
、
同
地
震

の
特
措
法
に
基
づ
き
中
央
防
災
会

議
が
作
業
を
進
め
る
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
地
域
指
定
と
同
じ
流
れ

を
予
定
し
都
道
府
県
と
市
町
村
に

向
け
た
説
明
会
を
経
て
、
３
月
末

を
目
処
に
ま
と
め
た
答
申
に
基
づ

き
、
政
府
は
首
都
中
枢
機
能
の
維

持
な
ど
を
定
め
る
緊
急
対
策
推
進

基
本
計
画
を
閣
議
決
定
す
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
特
徴
と
し

て
政
府
は
▽
広
域
・
甚
大
な
「
人

的
被
害
」
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
イ

ン
フ
ラ
被
害
」
の
発
生
▽
膨
大
な

数
の
避
難
者
の
発
生
▽
被
災
地
内

外
に
わ
た
る
全
国
的
な
生
産
・
サ

ー
ビ
ス
活
動
へ
の
多
大
な
影
響
▽

被
災
地
内
外
の
「
食
糧
」
「
飲
料

水
」
「
生
活
物
資
」
の
不
足
―
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
首
都
直
下
地

震
の
特
徴
と
し
て
政
府
は
▽
首
都

中
枢
機
能
へ
の
影
響
▽
膨
大
な
数

の
被
災
者
の
発
生
（
火
災
、
帰
宅

困
難
）
▽
深
刻
な
交
通
麻
痺
▽
電

力
供
給
の
不
安
定
化
▽
情
報
の
混

乱
▽
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
土
地

不
足
（
ガ
レ
キ
、
住
宅
等
）
―
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を

踏
ま
え
た
対
策
の
推
進
を
政
府
は

図
る
と
し
て
い
る
。

今
回
、
中
央
防
災
会
議
が
諮
問

を
受
け
た
両
地
震
の
地
域
指
定
に

つ
い
て
、
記
者
会
見
の
場
で
菅
義

偉
・
官
房
長
官
は「
地
方
公
共
団
体

の
ご
意
見
も
よ
く
聞
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
」
と
説
明
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1893号１月２５日平成26年
（2014年）

南
海
ト
ラ
フ

首
都
直
下

両両
地地
震震
でで
諮諮
問問
もも

【中央防災会議】

総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
全
閣
僚
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
指

定
公
共
機
関
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
で
構
成
。
防
災
基
本
計
画
や

地
震
防
災
計
画
の
作
成
な
ど
の
ほ
か
、
総
理
大
臣
や
防
災
担
当
大

臣
の
諮
問
に
応
じ
防
災
に
関
す
る
重
要
事
項
な
ど
を
審
議
す
る
。

政政
府府
がが
防防
災災
基基
本本
計計
画画
をを
修修
正正
しし
備備
ええ
をを
強強
化化

首
都
直
下
地
震
で
徒
歩
参
集
訓
練
の
実
施
後
に「
減
災
」な
ど
示
す

徒歩参集訓練で官邸へ向かう安倍総理
（写真提供＝内閣広報室）

中
央
防
災
会
議
の
安
倍
総
理

（
写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室
）

（１） 平成２６年１月２５日 第１８９３号
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総
務
省
が
ま
と
め
た
「
平
成
２６

年
中
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
及
び
長
の
任
期
満
了

に
関
す
る
調
査
」
を
紹
介
す
る
。

同
調
査
は
平
成
２５
年
１１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
都
道
府
県
、
市
区
、

町
村
全
１
７
８
９
団
体
を
対
象
に

実
施
し
た
も
の
。

調
査
結
果
を
見
る
と
首
長
、
議

会
議
員
ど
ち
ら
か
が
任
期
満
了
を

迎
え
る
団
体
は
７
２
０
団
体
に
の

ぼ
り
全
体
に
占
め
る
割
合
は
２０
・

１
％
と
な
っ
た
。
７
２
０
団
体
の

内
訳
を
見
る
と
▽
町
村
長
�
２
３

０
団
体
▽
市
区
長
�
１
９
８
団
体

▽
市
区
議
会
議
員
�
１
５
１
団
体

▽
町
村
議
会
議
員
�
１
３
１
団
体

▽
都
道
府
県
知
事
�
１０
団
体
―
と

い
う
結
果
。
都
道
府
県
議
会
議
員

に
関
し
て
は
任
期
満
了
に
該
当
す

る
団
体
は
な
か
っ
た
。

市
区
議
会
議
員
に
関
し
、
都
道

府
県
別
に
任
期
満
了
団
体
数
を
見

る
と
▽
千
葉
県
▽
高
知
県
―
が
７

団
体
と
最
多
。
次
い
で
▽
秋
田
県

▽
茨
城
県
▽
兵
庫
県
▽
沖
縄
県
―

が
６
団
体
と
続
く
。
▽
山
形
県
▽

石
川
県
―
の
２
団
体
は
任
期
満
了

を
迎
え
る
市
区
議
会
は
な
か
っ

た
。ま

た
、
市
区
議
会
議
員
が
任
期

満
了
を
迎
え
る
時
期
を
月
別
で
見

る
と
、
４
月
が
５８
団
体
で
最
多
と

な
っ
た
。
次
い
で
９
月
と
１０
月
が

１４
団
体
、
２
月
が
１３
団
体
と
続
く
。

な
お
、
１
月
で
任
期
満
了
を
迎
え

る
団
体
は
な
か
っ
た
。

総
務
省
は
１
月
１４
日
、
平
成
２４

年
分
政
治
資
金
収
支
報
告
の
概
要

を
公
表
し
た
。
同
報
告
は
総
務
大

臣
と
都
道
府
県
選
管
へ
の
届
出
団

体
を
対
象
に
取
り
ま
と
め
た
。
提

出
団
体
数
は
５
万
９
０
７
９
団
体

で
提
出
率
は
９２
・
１
％
と
い
う
結

果
。
収
支
の
概
況
を
み
る
と
、
前

年
か
ら
の
繰
越
額
を
除
く
、
２４
年

の
収
入
報
告
の
収
入
額
は
２
３
８

９
億
円
で
２３
年
と
比
べ
１
７
０
億

円
、
７
・
７
％
の
増
と
な
っ
た
。

一
方
、
支
出
額
は
２
３
０
２
億
円

で
２３
年
と
比
べ
１
８
４
億
円
、
８

・
７
％
増
と
な
っ
た
。
収
支
の
項

目
別
内
訳
は
３
面
表
の
と
お
り
。

２４
年
の
収
支
を
項
目
別
に
見
る

と
、
寄
附
が
対
前
年
比
０
・
０
％

増
の
６
５
６
億
円
で
収
入
総
額
の

内
訳
と
し
て
最
多
。
次
い
で
事
業

収
入
が
対
前
年
比
５
・
３
％
増
の

５
３
０
億
円
、
本
部
支
部
交
付
金

収
入
が
対
前
年
比
２２
・
０
％
増
の

４
６
５
億
円
と
続
い
た
。
２３
年
と

比
べ
最
も
増
加
額
が
大
き
か
っ
た

項
目
は
本
部
支
部
交
付
金
収
入
で

２２
・
０
％
増
の
８４
億
円
の
増
額
と

な
っ
た
。
収
入
額
２
３
８
９
億
円

の
う
ち
、
国
会
議
員
関
係
政
治
団

体
の
収
入
総
額
は
５
２
８
億
円
。

内
訳
は
金
額
が
大
き
い
順
に
▽
寄

附
�
２
１
２
億
円
▽
本
部
支
部
交

付
金
収
入
�
１
６
８
億
円
▽
事
業

収
入
�
１
０
２
億
円
▽
借
入
金
�

３０
億
円
―
な
ど
。

一
方
、
支
出
の
内
訳
で
は
寄
附

交
付
金
が
対
前
年
比
１３
・
０
％
増

の
６
８
６
億
円
で
最
多
と
な
っ

た
。
次
い
で
、
機
関
紙
誌
そ
の
他

の
事
業
費
が
対
前
年
比
３
・
１
％

減
の
４
２
０
億
円
、
人
件
費
が
対

前
年
比
０
・
１
％
減
の
３
８
５
億

円
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
２３
年

と
比
べ
最
も
増
加
額
が
大
き
か
っ

た
項
目
は
寄
附
交
付
金
で
対
前
年

比
１３
・
０
％
増
の
７９
億
円
の
増
額

と
な
っ
た
。
支
出
額
２
３
０
２
億

円
の
う
ち
、
国
会
議
員
関
係
政
治

団
体
の
支
出
総
額
は
４
８
３
億

円
。
内
訳
は
金
額
が
大
き
い
順
に

▽
人
件
費
�
１
１
１
億
円
▽
機
関

紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費
�

８７
億
円
▽
寄
附
交
付
金
�
８５
億
円

▽
事
務
所
費
�
５９
億
円
―
な
ど
。

政政
党党
のの
収収
支支
規規
模模

政
党
本
部
と
政
党
支
部
を
合
わ

せ
た
収
支
規
模
の
う
ち
、
政
党
間

の
収
入
を
見
る
と
日
本
共
産
党
が

５
０
５
億
円
で
最
多
と
な
っ
た
。

次
い
で
自
由
民
主
党
が
４
６
１
億

円
、
民
主
党
が
３
５
２
億
円
、
公

明
党
が
２
０
２
億
円
と
続
く
。

支
出
で
は
収
入
同
様
、
日
本
共

産
党
が
５
０
７
億
円
で
最
多
。
次

い
で
自
由
民
主
党
が
４
４
９
億

円
、
民
主
党
が
３
０
２
億
円
、
公

明
党
が
１
９
３
億
円
と
続
い
た
。

寄寄
附附
及及
びび
政政
治治
資資
金金

パパ
ーー
テテ
ィィ
ーー
のの
推推
移移

個
人
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
、

政
治
団
体
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は

平
成
３
年
の
１
９
１
６
億
円
が
ピ

ー
ク
で
収
入
総
額
の
５３
・
４
％
を

占
め
て
い
た
。
２４
年
は
６
５
６
億

円
で
総
額
に
占
め
る
割
合
は
２９
・

５
％
。
ま
た
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
に
関
し
て
は
１８
年
の
２
７
４
億

円
が
ピ
ー
ク
で
収
入
総
額
の
１０
・

２
％
を
占
め
て
い
た
。
２４
年
は
１

６
４
億
円
で
総
額
に
占
め
る
割
合

は
６
・
９
％
だ
っ
た
。

収収
支支
のの
項項
目目
別別
内内
訳訳

総務省

平平成成２２４４年年分分のの政政治治資資金金
収収支支報報告告でで概概要要をを公公表表
前年と比べ収支とも増額

任
期
満
了
は
７
２
０
団
体

総務省

都
道
府
県
・
市
区
町
村
を
対
象
に
調
査

第１８９３号 平成２６年１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



平成２４年分政治資金収支の項目別内訳

（１）収入

（２）支出

（３） 平成２６年１月２５日 第１８９３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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平成14年
（2002年）
12歳

平成２年
（1990年）
24歳

昭和53年
（1978年）
36歳

昭和41年
（1966年）
48歳

昭和29年
（1954年）
60歳

昭和17年
（1942年）
72歳

昭和５年
（1930年）
84歳

大正７年
（1918年）
96歳

（万人）
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新
年
と
成
人
の
日
（
今
年
は
１
月
１３
日
）
を
祝
い
、
総
務
省
が
１２

月
３１
日
に
公
表
し
た
「
『
午
年
生
ま
れ
』
と
『
新
成
人
』
の
人
口
―

平
成
２６
年
新
年
に
ち
な
ん
で
―
」
と
題
す
る
推
計
資
料
を
紹
介
す

る
。
同
推
計
は
２６
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
「
午
年
生
ま
れ
」
の

人
口
と
「
新
成
人
」
の
人
口
を
推
計
し
た
も
の
。
総
務
省
で
は
、
そ
の

年
の
干
支
の
人
口
を
新
成
人
の
人
口
と
と
も
に
毎
年
、
推
計
し
結
果

を
公
表
し
て
い
る
。
本
紙
４
面
で
は
推
計
結
果
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

午午
年年
はは
干干
支支
別別
でで
最最
少少
人人
口口

２６
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る

午
年
生
ま
れ
の
人
口
は
９
５
８
万

人
。
総
人
口
１
億
２
７
２
２
億
人

に
占
め
る
割
合
は
７
・
５
％
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。
男
女
別
に
見

る
と
男
性
は
４
６
５
万
人
、
女
性

は
４
９
３
万
人
で
女
性
が
男
性
よ

り
２８
万
人
多
い
。

出
生
年
別
に
見
る
と
昭
和
５３
年

生
ま
れ
が
１
６
７
万
人
と
最
多
。

次
い
で
同
１７
年
生
ま
れ
が
１
６
２

万
人
、
同
２９
年
生
ま
れ
が
１
６
０

万
人
と
続
く
。
表
�
を
見
る
と
、

同
４１
年
生
ま
れ
の
人
口
が
１
３
３

万
人
と
午
年
の
前
後
１２
年
と
比
較

し
、
人
口
が
少
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
こ
れ
は
同
４１
年
が
「
丙
午
」

に
該
当
す
る
た
め
。
平
成
２
年
、

同
１４
年
生
ま
れ
の
人
口
が
昭
和
４１

年
生
ま
れ
の
人
口
よ
り
少
な
い
の

は
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
る
影
響

と
説
明
し
て
い
る
。

「
丙
午
」
に
よ
る
影
響
は
、
総

人
口
を
十
二
支
別
に
見
て
も
窺

え
、
午
年
生
ま
れ
の
人
口
は
干
支

の
中
で
最
も
少
な
い
。
な
お
、
十

二
支
別
の
人
口
で
は
丑
年
生
ま
れ

が
１
１
３
３
万
人
で
最
多
。
次
い

で
子
年
が
１
１
１
５
万
人
、
巳
年

が
１
１
１
４
万
人
と
続
く
。

平
成
２５
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で

の
間
で
新
た
に
成
人
に
達
し
た
人

口
は
、
１
２
１
万
人
�
表
�
�
で

対
前
年
度
比
１
万
人
減
と
な
っ
た
。

男
女
別
に
内
訳
を
見
る
と
男
性

は
６２
万
人
、
女
性
は
５９
万
人
で
男

性
が
女
性
よ
り
３
万
人
多
い
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。
女
性
１
０
０

人
に
対
す
る
男
性
の
人
数
は
１
０

５
・
１
人
と
な
っ
た
。
総
人
口
に

占
め
る
新
成
人
人
口
の
割
合
は
０

・
９５
％
と
な
り
、
対
前
年
度
比
０

・
０１
ポ
イ
ン
ト
減
。
人
口
、
割
合

と
も
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

新
成
人
人
口
に
つ
い
て
総
務
省

が
同
推
計
を
開
始
し
た
昭
和
４３
年

か
ら
の
推
計
を
見
る
と
、
同
４５
年

が
２
４
６
万
人
で
最
多
と
な
っ

た
。
同
４５
年
は
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
世
代
の
同
２４
年
生
ま
れ
の
人

が
成
人
に
達
し
た
時
期
。
そ
の

後
、
減
少
に
転
じ
た
が
、
同
５０
年

代
後
半
か
ら
増
加
傾
向
を
続
け

た
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
６
年

が
２
０
７
万
人
で
最
多
と
な
っ

た
。
２
０
０
万
人
台
に
達
し
た
の

は
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の

人
が
成
人
に
達
し
た
こ
と
に
よ

る
。
平
成
７
年
以
降
は
減
少
に
転

じ
、
現
在
で
は
昭
和
４５
年
と
比
べ

半
数
以
下
に
減
少
し
た
。

新新
成成
人人
人人
口口
はは
１１
２２
１１
万万
人人

▼
議
長

▽
亀
山

宮
崎
勝
郎
（
１１
・
８
）

▽
野
洲

立
入
三
千
男
（
１１
・
８
）

▽
湖
南

望
月

卓
（
１１
・
８
）

▽
安
来

金
山
満
輝
（
１１
・
８
）

▽
泉
南

中
尾
広
城
（
１１
・
１１
）

▽
横
手

木
村
清
貴
（
１１
・
１２
）

▽
由
利
本
荘

鈴
木
和
夫
（
１１
・
１２
）

▽
湯
沢

由
利
昌
司
（
１１
・
１２
）

▽
南
相
馬

平
田

武
（
１１
・
１２
）

▽
志
摩

山
下

弘
（
１１
・
１２
）

▽
江
田
島

山
根
啓
志
（
１１
・
１２
）

▽
平
戸

吉
住
威
三
美
（
１１
・
１２
）

▽
由
布

工
藤
安
雄
（
１１
・
１３
）

▽
海
老
名

市
川
敏
彦
（
１１
・
１４
）

▽
四
條
畷

平
野
美
治
（
１１
・
１５
）

▽
岩
国

桑
原
敏
幸
（
１１
・
１５
）

▽
玉
名

作
本
幸
男
（
１１
・
１８
）

▽
酒
田

本
多

茂
（
１１
・
１９
）

▼
副
議
長

▽
能
美

米
田
敏
勝
（
１１
・
８
）

▽
亀
山

前
田
耕
一
（
１１
・
８
）

▽
野
洲

梶
山
幾
世
（
１１
・
８
）

▽
湖
南

山
本
吉
宗
（
１１
・
８
）

▽
安
来

田
中
武
夫
（
１１
・
８
）

▽
泉
南

田
畑

仁
（
１１
・
１１
）

▽
横
手

遠
藤
忠
裕
（
１１
・
１２
）

▽
由
利
本
荘佐

々
木
慶
治
（
１１
・
１２
）

▽
湯
沢

伊
藤
陽
悦
（
１１
・
１２
）

▽
志
摩

�
口
三
代
和
（
１１
・
１２
）

▽
江
田
島

野
�
剛
睦
（
１１
・
１２
）

▽
平
戸

田
島
輝
美
（
１１
・
１２
）

▽
由
布

佐
藤

正
（
１１
・
１３
）

▽
海
老
名

鶴
指
眞
澄
（
１１
・
１４
）

▽
岡
崎

竹
下
寅
生
（
１１
・
１５
）

▽
岩
国

前
野
弘
明
（
１１
・
１５
）

▽
玉
名

永
野
忠
弘
（
１１
・
１８
）

▽
酒
田

堀

孝
治
（
１１
・
１９
）

議議
会会
人人
事事

午
年
生
ま
れ
と
新
成
人
の
人
口

表� 新成人人口の推移（各年１月１日現在）

総総
務務
省省
がが
推推
計計
をを
公公
表表

うま

表� 男女，出生年別午年生まれの人口
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